
　これからは、ますます地域と学校の連携が重要となってきま
す。具体の姿は、協働であり、互いに有益で、無理なく続ける
ことです。その姿に近づくための鍵が、「コーディネートする
感性」です。
　当校は、私校長、教頭、地域連携担当教職員（６年担任）の
３人が、社会教育主事有資格者であり、それぞれが国や県の青
少年教育施設の行政を経験しています。

　３人に共通しているのは、行政の経験、すなわち、国や県の
予算を元に、事業を企画・運営し、実施後に費用対効果を検証し、
次の事業を展開していることです。学校とは違い、広報したり、
営業に回ったりしないとお客さんはやって来ません。
　そこで大事なのは、ネットワーク、フットワーク、ライフワー
クです。言い換えると、様々な人や団体とのつながり、いつで
も駆け付け、直接顔を付き合わせること、そして、一回きりで
はなく、スタイルは変えてもずっとやり続けているか（生涯学
習）、という視点です。この３つのワークを身に付け、実践し
てきたことが社会教育主事としての宝物です。
　特に大事なのは、ネットワーク（つながり）です。人と人は
容易につながりません。いかに、相手の心をつかみ、自分も一
緒にやってみて、ともに喜びを分かち合えるかがたいへん重要
です。これがコーディネート力、協働への道筋です。地域や団
体には素晴らしい人材がいます。その人材に光を当て、その人
が生き甲斐をもって取り組み、その人も地域も元気になれば最
高です。この感性が、社会教育主事の肝となります。この感性
を学校現場でも磨き続け、地域と学校が心からつながっていく
ことが、「社会に開かれた教育課程」「地域とともにある学校づ
くり」の出発地点となります。まさに、今、その姿勢が求めら
れているのです。

　安野小学校では、コミュニティ・スクールの前段階として、「安
小の子どもを守る会」を組織しました。当初は、子どもの安心・
安全のための組織でしたが、学習ボランティアや環境整備の組
織として、子どもと積極的にかかわる組織に再編成しています。

平成29年度は、どんな安野の子どもにしたいのか、地域の力を
学校に向けることはできないかと熟議を重ねてきました。そし
て、生活科や総合的な学習の時間に地域人材や地域素材、歴史
や文化を導入するための準備が整いました。地域教育プログラ
ムの一例を紹介します。
　10月の下旬には、ふるさ
とdayという日（週休日）を
設け、子どもたちが縦割り
班で地域のチェックポイン
トを回ったり、地域の文化

（三角だるまづくり）や伝統
芸能（太鼓や神楽の舞）にふれたりします。また、日本近代図
書館（早稲田大学）の初代館長である市島春城のふるさとでも
あるので、春城の業績や今に伝わる功績をじっくりと学んでい
ます。
　地域に誇りをもつ安野の
子どもたちを育成し、地域
の人たちを元気にするため、
これからも社会教育主事の
感性を活かしていきます。
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　昨今、地域社会のつながりや支え合いの希薄化
等による地域の教育力の低下や家庭教育の充実の
必要性が指摘される一方、学校現場が抱える課題
は複雑化・困難化しており、教員の働き方改革も
叫ばれる中、地域の子供の育ちには、学校や家庭
だけでなく、社会総がかりで対応することが求め
られている。
　また、平成29年３月に告示された次期学習指導
要領では、「社会に開かれた教育課程」が重視され、
地域の人的・物的資源を活用した「生きた教育」に
より、予測不可能な未来社会の担い手となる子供
たちに、実社会に裏打ちされた幅広い知識・能力
を育成することが目指されている。
　こうした中、中央教育審議会答申（平成27年12
月）や「次世代の学校・地域」創生プラン（平成28
年１月）も踏まえて社会教育法が改正（平成29年４
月施行）され、地域と学校が連携・協働して、幅広
い地域住民等の参画により、地域全体で未来を担
う子供たちの成長を支え、地域を創生する「地域学
校協働活動」を推進するため、教育委員会が地域と

学校との連携協力体制を整備することや、地域学
校協働活動に関し地域住民等と学校との情報共有
や助言等を行う「地域学校協働活動推進員」の委嘱
に関する規定の整備が行われた。
　これを受けて、文部科学省では、教育委員会に
おいて地域学校協働活動を円滑に実施するための
参考の手引となるよう「地域学校協働活動の推進に
向けたガイドライン」を作成し、併せて、「地域学
校協働活動推進事業」（平成30年度予算額約60億
円）により、各地域の様々な取組を支援している。

　地域学校協働活動とは、地域の大人や学生、保
護者、PTA、NPO、民間企業・団体など幅広い地
域住民等の参画を得て、地域全体で子供たちの学
びや成長を支えるとともに、「学校を核とした地域
づくり」を目指して、地域と学校が対等なパート
ナーとして連携・協働して行う様々な活動である。
　これまでにも、平成20年度から文部科学省が推
進してきた「学校支援地域本部」等の取組を中心に、
約1万校近くの小・中学校等において、主として地
域住民が学校活動を支援する様々な活動が行われ
てきた。
　一方、従来の取組については、個別の活動（例え
ば、登下校時の見守り、放課後の学習・体験活動、
学校行事の支援など）間の連携不足や、特定の個人
への依存による持続可能性の欠如などの課題も
あったことから、今回の法律改正では、①コーディ
ネート機能の強化、②より多くの地域住民等の参
画による多様な活動の実施、③活動の継続的・安
定的実施の３つの要素を持つ基盤として、各地域
の取組を「学校支援地域本部」から「地域学校協働
本部」へ発展させた上で、地域が学校を「支援」す

るという一方向的な活動から、地域と学校が目標
を共有して行う「連携・協働」型の活動となること
が目指されている。

　従来の学校支援にとどまらない、地域と協働し
た活動としては、例えば、子供たちが地域に出て、
郷土について地域住民と直接触れ合って学ぶ活動
を行ったり、地域住民とともに地域課題の解決に
取り組んだり、地域行事に子供たちが企画段階か
ら参画して大人と一緒に地域づくりに関わったり
するなど、「学校を核とした地域づくり」につなが
る活動が期待される。

　地域学校協働活動の推進にあたっては、活動に
参画する地域ボランティアの方々に加え、地域住
民間や学校関係者との連絡調整や活動内容の企画
等を担う、コーディネーターとしての「地域学校協
働活動推進員」の役割が非常に重要である。
　地域学校協働活動推進員は、社会教育法第９条
の７において、教育委員会の施策に協力して、地
域と学校との情報共有や地域住民等への助言など
を行うものとされている。そのため、望まれる資質・
能力としては、例えば「地域学校協働活動の推進に
熱意と識見を要する」、「地域学校協働活動への深
い関心と理解がある」、「地域の住民、団体、機関
等の関係者をよく理解している」、「学校の実情や
教育方針に理解がある」、「コミュニケーション能
力やファシリテート能力がある」といったことが挙
げられるが、各教育委員会が地域や学校の特色や
実情に応じて、必要な資質・能力を明確にし、適
切な人材を確保していくことが望まれる。
　併せて、既に各地で学校支援等の「地域コーディ

ネーター」として活躍されている多くの地域の方々
が、まずは社会教育法上の「推進員」として教育委
員会より改めて委嘱され、各人の立場や役割・責
任等が明確になることが重要であると考えており、
文部科学省では、「地域学校協働活動推進員の委嘱
のための参考手引」を策定しつつ、各教育委員会に
対する支援や情報提供に努めている。
　政府としては、こうした地域学校協働活動が全
国的に行われるよう、様々な機会やツールを使っ
て普及啓発等の推進を行っていく所存であり、地
域の皆様におかれても、御自身のこれまでの経験
や、様々な学習の成果を発揮する場として、まずは、
身近な地域で行われている地域学校協働活動への
積極的な御参加をお願いしたい。

（参考）文部科学省「学校と地域でつくる学びの未
来」ウェブサイト
http://manabi-mirai.mext.go.jp/
※地域学校協働活動の推進に向けたガイド
ラインや参考事例集、取組事例動画など
も参照できますので積極的に活用くださ
い。

なぜ今、地域と学校の
連携・協働が必要か

「学校支援活動」から
「地域学校協働活動」へ コーディネート役となる

「地域学校協働活動推進員」の重要性

図１　地域学校協働本部のあり方イメージ

図２　社会教育法改正の概要
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　我が町宮城県川崎町は県の南、蔵王連峰のふもと、
仙台市と山形市の間に位置しています。四方は山々に
囲まれ自然が豊かであることは勿論ですが、東北初の
国営公園「みちのく杜の湖畔公園」があり、町のセント
メリースキー場があり、釜房ダムがあり、江戸時代よ
り伊達家の湯殿で、その後芥川龍之介等多くの文人が
逗留した青根温泉があり、２つのインターチェンジを
伴う山形自動車道があり、手つかずの城跡がある、水
と森と歴史の町です。
　当地も少子高齢化は避けがたい課題ですが、小学校
が４校、中学校が２校あり、高校と支援高等学校があ
ります。
　私の町での教育の重点施策は、地域の施設・素材、
人材を生かした郷土愛の教育です。

　多くの大人はふるさとをもち、特にふるさとを離れ
た大人は、時折ふるさとに想いをはせながら、哀愁や
懐かしさなどを感じて暮らしていると思います。ふる
さとは幼少時代に自分をつくりだした場所であり、人
生の礎を育んだ時間空間そのものです。それ故、アイ
デンティティーの形成はふるさとでの原体験が関係あ
るのです。
　幼少時代、子どもたちは、ふるさとでの人や自然と
の関係による「原体験」を自分の中に取り組んで、その
「体験」（主観）を「経験」（客観）に変換するのです。変
換の手段となるのは、「振り返り」「指摘」「失敗や成功」
「悔しさや嬉しさ」「感激」等さまざまです。そして、さ
らに多様な「経験」を積み重ねて記憶され、感性や思考
力等の基礎が芽生え、次第に人としての幅が広がり、
アイデンティティーの礎をつくり出すと考えます。
　そのふるさとでの「原体験」を生み出す一つとして地
域素材を利用した学習にあると思います。

　前述したように町には、釜房ダムやスキー場、国営

公園などがあり、それらに関連した学習を進めていま
す。釜房ダムでは、小学生はダム見学と学習があり、
地元ならではの勉強をします。日頃見ているダムの働
きを知り、水の大切さを思い、自然の豊かさに感謝す
ることを学びます。また、スキー場では、小学一年生
からそり滑りやスキーを６年間学習します。スキーヤー
を目指す子も出ています。国営みちのく杜の湖畔公園
は広い敷地できれいな花々が四季を彩っていますが、
遠足や学習に利用されています。年間80万人ほどの利
用者がいて、充実した施設です。
　町の一番の特色は、「支倉郷土文化伝承館」があり、
全小中学生が年一度、支倉常長祭りに参加しているこ
とです。支倉常長は幼少時代を川崎町支倉地区で過ご
し、伊達政宗公の命を受け、メキシコ・スペイン・ロー
マに航海して帰国しました。慶長遣欧使節の目的は歴
史的に壮大なものだったと思いますが、帰国後、常長
は謹慎を申し渡され悲運の晩年を過ごして亡くなった
ようです。
　子どもたちには支倉常長についての学習や彼の夢な
どを想起させています。時代の歯車が違っていたなら
ば、日本史に残る英雄だったと思いますが、彼の偉業
は川崎町では伝わっています。彼の志を通して、「世界
へ」「未来へ」に羽ばたく子どもたちを育てたく、郷土
愛とともに世界・未来に立ち向かう教育も目指してい
ます。

　郷土愛を育むものは、静的な環境だけでなく動的な
環境、つまり人が重要であることは言うまでもありま
せん。人との出会いや交流が大切で、子どもにとって、
親、教師、友だち、すべての人が郷土愛には重要なファ
クターです。
　昨年、川崎町小山修作町長と尚絅学院大学合田隆史
学長が「包括的連携に関する協定」を結び、町と大学が
まちづくりをはじめ様々な分野で協力し合うことにな

りました。尚絅学院大学は名取市にあり、川崎町と大
学はおよそ20㎞離れていますが、町にとって一番近い
大学です。この協定によって、町と大学は教育関係の
分野でも関係を結ぶことになりました。
　まだ１年も経過していないので大きな事業はできて
いませんが、教育委員会関係では、小学校で「サマー
セカンドスクール」という、夏休みに子どもたちとの学
習や運動、遊びなどの活動を学生と３日間行いました。
このような交流の他に、町民と大学との交流も生まれ
つつあり、大学の講師派遣や、町民の大学見学や大学
での講義参加などいろいろな機会が設定されています。
　この交流が町にとって素晴らしいのは、川崎町の支
倉常長祭りに大学の吹奏楽部や合唱部、踊りの愛好会
などがステージに立ち、町民に喜ばれ、盛り上がりの
祭りになったことでした。大学との交流を教育という
場面で考えているところです。

　町には多くのスポーツ団体があり、老若男女スポー
ツに励んでいます。団体は、子どもたちのスポーツ育
成にも力を入れています。スポ少の加入率はとても高
くなって、これも指導者の方々が脈々と繋がり組織が
壊れずに続いているからです。
　スポ少の他に、Ｂ＆Ｇが主催している川崎町スポーツ
教室「運動笑学校」総合型スポーツクラブがあり、幼児
から成年まで年代別に年間プログラムがあり、水泳や
スキー、体操、ヨガ、球技、親子運動教室など時期に
応じたスポーツをしています。何よりも幼児期から参
加ができることでスポーツに慣れ親しむ講座として適
切です。
　公民館は、青少年事業として、ジュニアリーダーの
育成があります。中高校生が任意加入し、町の行事等
で活躍します。学校の授業以外の学習は、中高生にとっ
て貴重な体験です。その他にも、青少年向け、小学生
向けの講座や研修があります。

　子供会育成会では、各地区で様々な行事を企画し、
活動しています。中でも町内大会の親子バレーボール
大会は毎年盛り上がっています。地区ごとに練習をし
て親子チームで大会に臨みます。親子の絆や地区内の
結びつきが一層強くなる機会の一つです。

　ふるさと教育は、人的・物的な環境を利活用しながら、
子どもに郷土愛を根付かせることです。ただ、単なる
郷土という範囲ではなく、今や郷土からグローバルな
社会にも開かれた郷土愛をもつ郷土です。そして、郷
土愛は、他の地域との比較や優劣ではなく、郷土の良
さや強さ、ユニークさを知り尽くし、郷土独特の志を
育てることではないかと考えます。
　我が町の川崎中学校では、「川崎魂」という言葉をス
ローガンにしています。「川崎魂」とは何かと考えると、
川崎の風土自然文化で培われた漠然とした精神であり、
端的な言い方では“忍耐強くがんばろう”といった意味
合いも含むかと思います。川崎という地域独特の、表
現しきれない心情や精神があるのだと思います。
　「地域全体で子どもを育てる」という主題をまとめる
と、学校教育や社会教育、地域社会などいろいろな組
織が機能し、ふるさとの良さや強さ、独自性を感じな
がら、私たちは子どものより良い成長を図ることが最
終的には重要であると考えます。そのためにも地域全
体が、子どもの安全に留意して子どもの命を守り、日々
の挨拶などで子どもと関わり、学習やスポーツで繫が
り、親子の絆以外にも多くの絆が子どもにできるよう
にすることです。この関係性の環境づくりに、私自身、
教育長として奮闘尽力せねばと思う次第です。

ふるさととは

地域素材を利用した学校教育

尚絅学院大学との連携

公民館やＢ＆Ｇを利用した社会教育

ふるさと教育は

小中学生も参加する支倉常長祭り

支倉常長祭りで尚絅学院大生が演奏

特
集

地域全体で子どもを
育てるまちへ

教職時代は、日本人学校や大規模校、へき地校等に勤
務。東日本大震災当時、被災地校の小学校長として移
転せずに学校を復興再開。
東北大学大学院卒業。「人間形成における主体性」を生
涯の研究テーマにしている。
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　「Ｐｌｕｍ」には発足当時から確たる活動目的がある。
その一つには泊を伴った体験学習であり、大学では学
ぶことができない学校現場の日常、すなわち小学生の
生活、教職員の活動、学校と地域の関係を可能な限り
体得しようというものである。歴史の浅いサークルで
はあるが、しっかりとした合宿での確認事項が記され
ている。

１　宿泊研修について
２　研修の流れ（小学校到着時から）
３　ミーティングについて
４　補足

　「２　研修の流れ」では、小学生よりも早く登校し、
小学生の下校を確認してから退校する。小学生の学校
での１日を観察するのには最優先される条件で、職員
室でのあいさつ、担任とともに教室へ、授業、業間休み、
給食、清掃そして放課後活動とある。宿舎に戻った大学
生には夕食後、２時間程度のミーティングがある。１
日の各自反省と情報交換、翌日の目標確認がなされる。
　年２回の合宿は、心身の疲労を伴うが、最終日に流
す彼らの涙はその疲労を払拭し、感涙となり、教師切望
をさらに大きくさせる。
　この活動は、教育委員
会、学校、そして地域に
支えられて今日まで続い
ている。支援提供への報
いは、１日も早く教員に
なることで、大学生はそ
れを知っている。

　泊を伴った体験学習を、通常合宿と称しているが、

活動は５年前、宮城県登米市立横山小学校から始まっ
た。翌年、近隣の同市立柳津小学校からも誘いを受けた。
　川崎小学校との交流は、今年度から始まった。年度
当初、本学連携交流課職員とともに川崎町教育長と面
談。合宿したいとの性急な依頼を、教育長は即座に了
解してくださった。川崎小学校を紹介されたのは間も
なくのことで、その後の活動計画作成は早かった。日
程は８月22日から24日の２泊３日と決まり、宿泊施設
の紹介は町教育委員会、同町及び同校の企画は町を挙
げて、地域住民を挙げて案出された。

１日目 活動１ カヌー体験（本町はカヌーの盛ん
な町。大学生とカヌーの体験に取
り組む）

 活動２ 学び支援（児童への学習支援）
 活動３ 遊び支援（大学生と一緒に元気に

遊ぶ）
２日目 活動４ 調理実習（町保健福祉課ヘルスメ

イトの指導で、児童と学生とでカ
レーライスをつくる）

 活動５ 学生提供プログラム（大学生が考
えたプログラムに取り組む）

 活動６ 遊び支援
３日目 活動７ 学び支援
 活動８ 学生提供プログラム
  小学生とのお別れ会
  校長先生、若手教員との懇談会

　この３日間、多忙のさなか教育長は２日、教育委員
会職員は毎日足を運ばれた。そして、若手教員町田美
桜先生は学級だより「大地の子」号外を「サマースクー
ルセカンド」と題して発刊された。

　川崎小学校との交流「サマースクールセカンド」のね
らいは次の通りであった。

（児童）大学生との様々な交流体験を通して、豊か
な心を育む

（大学）子どもたちとの交流体験を通して、子ども
たちとの接し方や教育の在り方を学ぶ

　Ｐｌｕｍ合宿は、普段小学生が大学生と関わること
ない地域で実施される。登米市は仙台からは距離があ
り、川崎町はどちらかと言えば山間の地域である。従っ
て、児童にとっても、大学生にとっても、あまり接点
のない者同士の交流ということになる。
　こうした地域に行くと、決まって校長がこう発言す
る。「学生諸君にも勉強になるが、私たち教職員にも勉
強になる」と。しかし、一番の感激は、「子どもたちが

大学生と一緒に勉強し、遊んでいる姿だ」という。
　学生はよく「児童と同じ目線で」と話す。具体的には
との質問に回答はどうも難しいようだが、学習支援の
難しさはどうもその辺にありそうだ。質問への答えを
言うのは比較的安易であるが、どういう表現で、どう
いうプロセスで説明すると理解してもらえるのかが課
題らしい。彼らは大学で「教えること」について講義で、
あるいは先輩教師の実践等から学んでいる。しかし、
理論と実際とは乖離していて、先ずは直接子どもたち
に接することが「教えること」の早道で、実践的である。
この「教えること」は同時に「教えられること」でもある。
子どもたちから学ぶことは多く、合宿のミーティング
でその話は出る。そして、情報交換することで個人が
抱いた「教えること」と「教えられること」が実は表裏
関係にあり、これが合宿参加者に敷衍される。
　学生は子どもたちと、現場教職員と、そして地域住
民とどうコミュニケーションをとるか。学校現場で校
長が頭を抱える一つに、若手教員がクラスの子どもだ
けでなく職場で、また地
域で会話ができないとい
うが、もしかすると、学
生は早い時期にこの困難
に接し、善処する方策を
思案することになる。こ
れも泊を伴った合宿の成
果となろうか。

　この度の「教員養成に関する具体的な方向性」の中に
（学校インターンシップの導入）が明記されていて、そ
のために教育委員会、学校、そして大学の円滑な連携
を検討する必要があるという。大学が教育委員会に依
頼し、学校を紹介してもらう。もちろん学校には学校
を支援する地域があって、その地域との関わりを併せ
て学ぶことになる。
　今、そして、これから大学生が学校現場で「学習支
援ボランティア」を経験するには、彼ら自身が経験する
必要性を先ずは理解することが必要で、次に経験する
ためには学校はもとより、教育委員会、学校、学校を
取り巻く地域が大きく関与している現実を知る必要が
ある。教員を希望する学生が、在学中に学校現場をあ
らゆる角度から眺め、学校現場入り込み、子どもたち
と教職員と関わることによって自身が教員に向いてい
るか否かの判断することが必然である。
　Ｐｌｕｍの活動は、年２回の泊を伴う合宿がすべて

ではない。毎週一回、発表者を決めて国語の教科書掲
載の教材研究を試み、発表している。質疑応答があり、
その教材研究を基に、教育実習を終えた上級生が学習
指導案を作成し、模擬授業を実施し下級生は参観する。
その活動には先輩も後輩もない。
　今後の活動は、明確な目的を持ってさらに学校現場
に出掛ける必要がある。たくさんの学校現場に赴き、
子どもたちと学び、遊び、歌い、笑い、そして涙する、
そのような現実に接し、結果、教師の道を選択すれば
いい。学校現場の教職員から、地域の住民から、時に
は教育委員会の先生からの叱咤激励もあろう。これら
も貴重な選択肢になる。
　Ｐｌｕｍで多くを体験した学生が、合宿でお世話に
なった学校に赴き、「４月から私も教壇に立ちます。先
生方の仲間になります」と報告ができたら、至上の恩返
しとなる。つい先ごろ、Ｐｌｕｍ合宿で活動した２名の
学生が学校に赴き、全教職員の前で挨拶をし、拍手喝
采をあびた。校長は、本校で活動を行うと教員になれ
るんだねとほほえましく話された。そして、校長室に
戻った二人に、関わったクラス担任が来て、握手を求
められた。
　学習ボランティアは確かに教師になるための一手段・
方策かもしれない。しかし私は、合宿最終日、全教職
員に向かって挨拶をした。「来年も、先生方の前で４月
から教員になりますと言える学生を、一人でも多く育
てたい。合宿後は大学の責務です。」と。

学習支援ボランティアサークル「Ｐｌｕｍ」

宮城県川崎町立川崎小学校との交流

教えること、教えられること

今後のゆくえ ― Ｐｌｕｍはどう進むか ―

特
集

地域の小学生と交流する大学生
― 学び、遊び、歌い、笑い、
　　　　  そして涙するとき ―

尚絅学院大学教授

田村 嘉勝

尚絅学院大学総合人間科学部子ども学科教授
神奈川県内の公立小・中・高等学校教諭として勤務。
その後、奥羽大学文学部日本語日本文学科教授、非常
勤で福島大学人間発達文化学類、二松学舎大学大学院
文学研究科等を経て、本学子ども学科開設時より教授
として着任。専門は、日本近現代文学と国語科教育学。
♦主な著書

（単著）『井上靖 人と文学』（勉誠出版）
（共著）『現代日本文学鑑賞講座⑮川端康成』（角川書店）

『展望現代の詩歌 詩Ⅲ』（明治書院）
『〈新しい作品論〉へ、〈新しい教材論〉へ １』〈右文書院〉
『文学の力×教材の力　小学校編４年』（教育出版）他

著者プロフィール

● 田村 嘉勝 （たむら よしかつ）

学校と地域連携
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　これからは、ますます地域と学校の連携が重要となってきま
す。具体の姿は、協働であり、互いに有益で、無理なく続ける
ことです。その姿に近づくための鍵が、「コーディネートする
感性」です。
　当校は、私校長、教頭、地域連携担当教職員（６年担任）の
３人が、社会教育主事有資格者であり、それぞれが国や県の青
少年教育施設の行政を経験しています。

　３人に共通しているのは、行政の経験、すなわち、国や県の
予算を元に、事業を企画・運営し、実施後に費用対効果を検証し、
次の事業を展開していることです。学校とは違い、広報したり、
営業に回ったりしないとお客さんはやって来ません。
　そこで大事なのは、ネットワーク、フットワーク、ライフワー
クです。言い換えると、様々な人や団体とのつながり、いつで
も駆け付け、直接顔を付き合わせること、そして、一回きりで
はなく、スタイルは変えてもずっとやり続けているか（生涯学
習）、という視点です。この３つのワークを身に付け、実践し
てきたことが社会教育主事としての宝物です。
　特に大事なのは、ネットワーク（つながり）です。人と人は
容易につながりません。いかに、相手の心をつかみ、自分も一
緒にやってみて、ともに喜びを分かち合えるかがたいへん重要
です。これがコーディネート力、協働への道筋です。地域や団
体には素晴らしい人材がいます。その人材に光を当て、その人
が生き甲斐をもって取り組み、その人も地域も元気になれば最
高です。この感性が、社会教育主事の肝となります。この感性
を学校現場でも磨き続け、地域と学校が心からつながっていく
ことが、「社会に開かれた教育課程」「地域とともにある学校づ
くり」の出発地点となります。まさに、今、その姿勢が求めら
れているのです。

　安野小学校では、コミュニティ・スクールの前段階として、「安
小の子どもを守る会」を組織しました。当初は、子どもの安心・
安全のための組織でしたが、学習ボランティアや環境整備の組
織として、子どもと積極的にかかわる組織に再編成しています。

平成29年度は、どんな安野の子どもにしたいのか、地域の力を
学校に向けることはできないかと熟議を重ねてきました。そし
て、生活科や総合的な学習の時間に地域人材や地域素材、歴史
や文化を導入するための準備が整いました。地域教育プログラ
ムの一例を紹介します。
　10月の下旬には、ふるさ
とdayという日（週休日）を
設け、子どもたちが縦割り
班で地域のチェックポイン
トを回ったり、地域の文化

（三角だるまづくり）や伝統
芸能（太鼓や神楽の舞）にふれたりします。また、日本近代図
書館（早稲田大学）の初代館長である市島春城のふるさとでも
あるので、春城の業績や今に伝わる功績をじっくりと学んでい
ます。
　地域に誇りをもつ安野の
子どもたちを育成し、地域
の人たちを元気にするため、
これからも社会教育主事の
感性を活かしていきます。
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